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第１ 輸入申請手続き 

１ 輸入申請に必要な書類 

 輸入申請制度 

① 通関手続き 

 香港特別行政区(HKSAR)は自由港であるため、全ての品目に対して関税は課されない。関

税割当や課徴金、付加価値税、一般サービス税もない。ただし、酒類、タバコ、炭化水素油、

メチルアルコールの４品目は例外で、関税（物品税）が課される。（香港税関 Webサイト1） 

 香港税関に対して、輸入した日から 14 日以内に税関申告を行わなければならない（通関

申告免除物品を除く）。 

（関係法令：Chapter 60E Import and Export (Registration) Regulations2, reg.3-4） 

（香港税関 Webサイト3） 

② 酒類に課税される物品税(税額評価) 

 香港内での消費を目的として、酒類（製品）を輸入する場合、税額の評価を受ける必要が

ある。酒類に課される税額は、酒類（製品）の価格に乗じる特定の税率（パーセンテージ）

に基づいて計算される。 

 現在、課税対象となっているのは「アルコール度数 30%を超える酒類」（気温 20℃でアルコ

ール含有量（体積）を測定。）のみであり、製品価格に乗じる税率は 100%である。 

 税額評価に用いる製品価格の決定には、基本的に、酒類製品の取引価格を用いる。ここで

いう取引価格とは、製品に実際に支払われた価格又は支払われる予定の価格に加えて、包装

費、手数料又は仲介手数料、買主が支払う必要があるロイヤリティ又はライセンス料、その

他売主が受け取る全ての代金が含まれる。ただし、保険料、運賃など、製品の配送に伴って

生じる支出は除く。（関係法令：Chapter 109 Dutiable Commodities Ordinance4, section 26A） 

 申告された製品価格を裏付ける有効な書類がない場合、あるいは、提出書類に記された製

品価格に関する情報が不十分又は不正確な場合、香港税関は、税額評価に用いる製品価格を

決定することができる。（出典：下記の資料１） 

（参考：資料 1） 

『User Guidebook for Dutiable Commodities』(Customs and Excise Department, Office of 

Dutiable Commodities Administration, Version 1.4)5 香港税関 

→課税品（酒類を含む）の輸出入、移動、保管、製造に必要な手続、ライセンス、許可証に

ついて取りまとめたガイドブック。 

③ 輸入／倉庫ライセンス、移動許可証 

 「アルコール度数 30%を超える酒類」を輸入する者は、有効な輸入ライセンス(Import 

License)を保有していなければならない。 

 「アルコール度数 30%を超える酒類」を保管する場所を設ける場合は、倉庫ライセンス

(Warehouse License)を取得する必要がある。 

 「アルコール度数 30%を超える酒類」を移動する場合は、香港税関より移動許可証(Removal 

Permit)を取得する必要がある。 

                                                   
1 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/index.html 
2 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/8B45A10D6DBD5BAC4

82575EE00363092?OpenDocument&bt=0 
3 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/declaration/index.html 
4 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/8817B4C4D79B7E01482

575EE003B1DE2?OpenDocument&bt=0 
5 http://www.customs.gov.hk/filemanager/common/pdf/User_Guidebook_for_Dutiable_Commodities_en.pdf 
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 「ワイン」又は「アルコール度数 30%以下の酒類」を輸入する場合は物品税は課税されな

い（税率 0%）。なお、輸入ライセンス、倉庫ライセンス、移動許可証を取得する必要もない。 

（前出資料 1） 

 

 機関、団体等 

通関、徴税： 香港税関 

 

 必要な添付資料 

① 通関書類 

通関時には、以下の書類を香港税関に提出する必要がある。 

・ 積荷目録(manifests) 

・ 輸入／輸出ライセンス(import/export licence)又は移動許可証(removal permit)（必

要な場合） 

・ 貨物保管通知書副本(copy of detention notice)（該当する場合） 

・ 船荷証券、航空貨物運送状、インボイス、パッキングリストなど、その他の関係書類 

（香港税関 Webサイト6） 

② 酒類の税額評価時 

酒類の税額評価時には、以下の書類が必要である。 

・ インボイス 

・ 売買契約書 

・ 価格リスト 

・ 支払記録 

・ 注文書 

・ その他、香港税関が必要と考える書類（前出資料 1） 

③ 輸入／倉庫ライセンス、移動許可証の申請時 

輸入／倉庫ライセンス、移動許可証の申請に必要な書類については、前出資料 1 に詳細に

記載されている。 

 

２ 酒類の成分等の分析事項 

 分析事項 

 香港特別区に輸入される貨物は、空路、陸路、海路を問わず、全て税関審査の対象である。

審査は、基本的に積荷目録などの書類の点検によって行われる。必要な場合、物品の検査を実

際に行うが、主にサンプル検査である。 

 香港税関は、酒類等の課税対象品に関し税額評価及び公衆の健康の観点から、政府化学者に

よるサンプル検査を要請する場合がある。サンプル抽出は、許可条件の中に含む形で要請され

る。許可条件に従わないと、法律違反となる。 

 香港特別行政区食物安全中心(Centre for Food Safety)は、食品安全に関わる危険要因（ハ

ザード）の管理・防止を目的として、「Food Surveillance Programme」（食品監視プログラム）

を実施している。輸入、卸売、小売レベルでサンプルを抽出し、微生物試験（細菌、ウイルス）、

化学物質試験（天然毒素、食品添加物、汚染物質）、放射線試験を実施している。 

（前出資料１、香港税関 Webサイト7、香港食物安全中心 Webサイト8,9） 

                                                   
6 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/clearance/document/index.html 
7 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/clearance/examination/index.html 
8 http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_fs/programme_fs.html 
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 機関 

香港食物安全中心 

 

３ 申請手続きを通じて要する経費・時間、提出機関 

 経費・時間 

① 輸入申告税 

食品の場合の輸入申告税(Import Declaration Charge)は、税関申告 1件につき、0.2香港

ドル。輸入した日から 14日以内に税関申告を行わなかった場合、商品総価額と申告時期に応

じて、20～200香港ドルの罰金が申告時に科される。 

輸入 

食品以外  物品価格が 46,000ドル以下の場合：0.2ドル 

 物品価格が 46,000ドルを上回る場合、超過額 1,000 ドルまでごとに、

0.125ドル（10セント単位に切り上げ） 

食品  0.2ドル（物品価格は問わない） 

（香港税関 Webサイト10,11） 

 

② 輸入ライセンス、倉庫ライセンス 

酒類を含む課税物品の輸入、輸出、製造、保管を行うものは、香港税関が発行する関連の

ライセンスを取得する必要がある。ライセンスを取得するためには、申請書と必要書類を香

港税関(Office of Dutiable Commodities Administration, Licence Unit)に提出又は郵送す

る。年間ライセンス料等は、以下の通り（酒類に関係するもののみ抜粋）。 

i.輸入及び輸出 

- 輸入及び輸出ライセンス $1,200 

ii.倉庫 

- 一般保税倉庫ライセンス $24,350 

- 公共保税倉庫ライセンス $24,350 

- 私用保税倉庫ライセンス $24,350 

その他の手数料 

- ライセンス内容の修正（１回につき） $515 

- ライセンスの更新（１回につき） $200 

（前出資料 1、香港税関 Webサイト12） 

 

③ 移動許可証 

指定電子サービスプロバイダー（3 社）を通じて、許可証の申請を行うことができる（毎

日（土日祝日含む）、7am～11pm）。処理時間は、必要な情報、文書、支払うべき税金の受領後、

半営業日。サービス料は、プロバイダーによって異なる。香港税関に手数料を支払う必要は

ない。 

（前出資料１、香港税関 Webサイト13） 

 

                                                                                                                                                                         
9 http://www.cfs.gov.hk/english/faq/faq_06.html 
10 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/declaration/charges/index.html 
11 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/declaration/charges/penalty/index.html 
12 http://www.customs.gov.hk/en/trade_facilitation/dutiable/licence_permit/licences/index.html 
13 http://www.customs.gov.hk/en/trade_facilitation/dutiable/licence_permit/permits/index.html 



4 

 

 提出先機関 

香港税関又は指定電子サービスプロバイダー（3社） 

 

 代行業者を利用する場合の料金相場 

税関申告及び移動許可証の申請は、以下の指定電子サービスプロバイダー３社を通じて行う

ことができる。サービス料については、下表の通りで、輸出入申告は 9.8～17香港ドル、課税

対象品許可証申請は 10～57.9香港ドル。 

・ Brio Electronic Commerce Limited（http://www.brio.com.hk/en/index.html） 

・ Global e-Trading Services Limited（https://www.ge-ts.com.hk/cloud/en/） 

・ Tradelink Electronic Commerce Limited（http://www.tradelink.com.hk/eng/index.html） 

（前出資料 1、香港税関 Webサイト14,15） 

  

                                                   
14 http://www.customs.gov.hk/en/cargo_clearance/declaration/lodgement/where/index.html 
15 http://www.customs.gov.hk/en/trade_facilitation/dutiable/licence_permit/permits/index.html 
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（参考）電子サービスプロバイダーのサービス料 

Brio Electronic Commerce Limited（http://www.brio.com.hk/en/index.html） 

 

（http://www.brio.com.hk/en/charges.html） 
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Global e-Trading Services Limited（https://www.ge-ts.com.hk/cloud/en/） 

（https://www.ge-ts.com.hk/sites/default/files/price-list/price-en.html） 

 

Tradelink Electronic Commerce Limited（http://www.tradelink.com.hk/eng/index.html） 

 

（http://www.tradelink.com.hk/eng/price_list_2016.html） 

（2017年度サービス料は http://www.tradelink.com.hk/eng/price_list_2017.html参照） 
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（参考） 

・ 香港への日本産酒類の輸入では、東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事

故に伴う措置としての輸入停止措置や放射性物質検査証明書は求められておらず、サンプ

ル検査を実施することになっている。 

・ 福島､茨城､栃木､群馬､千葉の 5県で生産される下記の食品の品目に関し、輸入停止又は

証明書が必要という措置が取られている。 

 

対象県 品目 規制内容 問合せ先 参照 HP 

福 島 ､ 茨

城､栃木､

群 馬 ､ 千

葉（５県） 

野菜・果実､牛乳､

乳飲料､粉ミルク 

輸入停止 香港政府経済貿易代

表部 

電話 03-3556-8980 

FAX  03-3556-8968 

E-mailtokyo_enquiry

@hketotyo.gov.hk 

○香港経済貿易

代表部（東京）

http:www.hketo

tyo.gov.hk/ 

 

食肉(卵を含む)､

水産物 

政府作成の放

射性物質検査

証明書を要求 

加工食品 香港にてサン

プル検査 ５県以外 全ての食品 

「諸外国・地域の規制措置（平成 28年 10月 13日現在）」（農林水産省）16より香港の記載を

抜粋。 

  

                                                   
16 http://www.maff.go.jp/j/export/e_info/pdf/kisei_all_161013.pdf 
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第２ 販売に関する規制 

１ 免許の種類及び取得方法 

 免許取得制度 

香港においては、販売場所で酒類を消費しない場合は、免許（ライセンス）は必要ない（た

だし、食品輸入／流通業者は、香港食物環境衛生署長宛てに登録を行う必要がある（後述））。 

酒類を販売し、その場で消費する場合（飲食業の店舗内で酒類を提供する場合など）には、

「リカー・ライセンス(Liquor License)」（一般的なレストラン、ファストフード店の場合）又

は「クラブ・リカー・ライセンス(Club Liquor License)」（バーやクラブの場合）を取得する

必要がある。 

（下記の資料 2、酒牌局 Webサイト17） 

（参考：資料 2） 

『A Guide to Application for Liquor Licences and Club Liquor Licences』18香港食物環

境衛生署→「リカーライセンス」及び「クラブ・リカー・ライセンス」の申請ガイド 

 

 必要な経費・時間 

５に示した申請処理フローチャートによると、新規発給の場合、「リカー・ライセンス」「ク

ラブ・リカー・ライセンス」ともに、申請書提出からライセンスの発給までの必要時間は 10～

12週間程度である（ただし、申請に対して異議がなかった場合）。（前出資料 2、酒牌局 Webサ

イト19,20） 

 

２ 酒類の販売に必要な規制機関への登録 

 規制機関 

「リカー・ライセンス」及び「クラブ・リカー・ライセンス」については、酒牌局(Liquor 

Licensing Board)がライセンスの発給を行い、香港食物環境衛生署(Food and Environmental 

Hygiene Department)がライセンスの管理を行っている。 

（香港食物環境衛生署 Webサイト21、酒牌局 Webサイト22） 

 

 登録料 

「リカー・ライセンス」及び「クラブ・リカー・ライセンス」のライセンス料等は以下の通

り。 

1 「リカー・ライセンス」（「クラブ・リカー・ライセンス」を除く）の発給又

は更新 

(a)施設内にバーが併設されている場合 

(i)ライセンスの有効期間が 1年間 

(ii)ライセンスの有効期間が 1年以上 

(b)施設内にバーが併設されていない場合 

(i)ライセンスの有効期間が 1年間 

(ii)ライセンスの有効期間が 1年以上 

 

 

 

$3,940 

$5,910 

 

$1,990 

$2,990 

2 「クラブ・リカー・ライセンス」の発給又は更新  

                                                   
17 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/llb_home.html 
18 http://www.fehd.gov.hk/english/howtoseries/index.html 
19 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/echart.html 
20 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/eclubchart.html 
21 http://www.fehd.gov.hk/english/index.html 
22 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/llb_home.html 
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(a)施設内にバーが併設されている場合 

(i)ライセンスの有効期間が 1年間 

(ii)ライセンスの有効期間が 1年以上 

(b)施設内にバーが併設されていない場合 

(i)ライセンスの有効期間が 1年間 

(ii)ライセンスの有効期間が 1年以上 

 

$1,100 

$1,650 

 

$1,100 

$1,650 

3 「リカー・ライセンス」の譲渡 $140 

4 「リカー・ライセンス」の修正 $140 

5 「リカー・ライセンス」の写しの発行 $140 

注 特に注記がない限り、「リカー・ライセンス」は「クラブ・リカー・ライセンス」を含む。 

（関係法令：Chapter 109H Dutiable Commodities (Liquor Licences) (Fees) Regulation23） 

 

 有効期間 

「リカー・ライセンス」「クラブ・リカー・ライセンス」ともに、有効期間は発行日から最大

2年間で、酒牌局が期間を決定する。 

（関係法令：Chapter 109B Dutiable Commodities (Liquor) Regulations24, reg.20(3)） 

 

３ 業務形態、用語の定義 

 業務形態 

情報なし。 

 

 用語の定義 

「Chapter 109 Dutiable Commodities Ordinance, Section 53」25に、定義（解釈）が記載

されている（下図参照）。それによると、酒類(Liquor)は、エチルアルコール含有量（体積）

が 1.2%を上回る全ての液体を指す。ただし、変性アルコール及び商品の成分として含まれてい

る液体のうち純粋なエチルアルコール又はアルコール飲料に変換できない（変換が経済的でな

い）ものは含まない。 

                                                   
23 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/734CE8A6140BB71A482

57B750050B7AD/$FILE/CAP_109H_e_b5.pdf 
24 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/CurAllEngDoc/C6086A3840726E78482575EE003B4168/$FILE/CA

P_109B_e_b5.pdf 
25 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/8817B4C4D79B7E01482

575EE003B1DE2/$FILE/CAP_109_e_b5.pdf 
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４ 免許取得のための基本要件／前提条件 

酒牌局は、以下の条件が満たされていない限り、「リカー・ライセンス」「クラブ・リカー・ラ

イセンス」を発給してはならない。 

・ 申請者がライセンスを所持するに相応しい適切な人物であること。 

・ 申請書に記載されている施設が、以下の点を考慮して、酒類の販売・供給に適していること。 

① 施設の位置・構造 

② 施設の防火・衛生条件 
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・ あらゆる状況に照らして、ライセンスの発給が公益に反していないこと。 

（関係法令：Chapter 109B Dutiable Commodities (Liquor) Regulations26, reg.17(2)） 

（下記の資料 3） 

（参考：資料 3） 

『Guidelines on Assessing Liquor Licence Applications』（Liquor Licensing Board, 23 June 

2015）27酒牌局→「リカー・ライセンス」の申請審査に関するガイドライン 

 

５ 申請から免許取得までの経費・時間、申請先機関・申請書の条件 

 免許書類毎のフローチャート 

「リカー・ライセンス」「クラブ・リカー・ライセンス」の新規発給に関する申請書提出後の

処理の流れは、おおむね以下の通りである（併せて、後述のフローチャート参照）。 

① 申請書提出後、酒牌局事務長(Secretary, Liquor Licensing Board)の要請により、申請

者に対してヒアリングが行われる場合がある。このヒアリングは、申請書に記載されている

情報及びその他の申請関連事項を確認するためのものである。 

② 申請書は、全て警務所所長(Commissioner of Police)及び民政事務所長(District Officer)

宛に照会し、コメントを求める。「クラブ・リカー・ライセンス」の場合は、民政事務総署

ライセンス室(Office of the Licensing Authority, Home Affairs Department)に照会し、

当該クラブに関する法令遵守証明書(Certificate of Compliance)がライセンス室によって

処理されたかどうかを確認する。 

③ パブリックコメント（意見公募）手続を実施する。当該手続は、申請者が費用を負担し、

英字新聞 1 紙、中国語新聞 2 紙に広告（3 行広告欄以外）を掲載することによって行う。広

告については、掲載各紙の広告掲載ページ全面のコピーを速やかに酒牌局に提出しなければ

ならない。広告が酒牌局に提出されるまで、申請処理は保留される。 

④ また、申請施設が入居する建物にも通知が掲示される。 

⑤ 申請に対して異議がなければ、「リカー・ライセンス」又は「クラブ・リカー・ライセン

ス」が発給される。ライセンスの発給を受けたものは、一連の法定条件（施設内での騒乱禁

止、賭博禁止、18 歳未満への酒類提供禁止など）及び酒牌局が定める追加条件（営業時間、

施設定員など）を遵守しなければならない。 

(前出資料 2、酒牌局 Webサイト28) 

 

 申請書の取得先の機関・団体等 

「リカー・ライセンス」及び「クラブ・リカー・ライセンス」の申請書は、香港食物環境衛

生署と酒牌局（香港内にある 3 か所の酒牌局事務所）から無料で入手できるほか、酒牌局 Web

サイト（「Application Forms」）29からもダウンロードできる。 

申請時の必要書類は、酒牌局 Webサイト（「Application Procedures」）30に記載されている。 

記入済みの申請書は、酒牌局に直接あるいは郵送で提出できる。また、香港特別行政区政府

（オンラインライセンスサービス）Webサイト31から電子申請も可能である。  

                                                   
26 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/CurAllEngDoc/C6086A3840726E78482575EE003B4168/$FILE/CA

P_109B_e_b5.pdf 
27 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/assess_guide.html 
28 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/eprocedure.html 
29 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/eform.html 
30 http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/eprocedure.html 
31 https://www5.licensing.gov.hk/eullp/llp-status/web/welcome/index.html?lang=en 
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「リカー・ライセンス」の新規発行申請の処理の流れ 

 

 
 

Note 1 DCLR is the Dutiable Commodities (Liquor) Regulations (Cap 109B)  
Note 2 For premises not under application for or covered by a valid restaurant licence or Certificate of Compliance, applicant 

should complete Annex I of application form and submit layout plans and location plans. Besides HKPF and District 
Office of HAD, Licensing Office refers application to PD, BD/ASD/HD, FSD and FEHD for comments within 5 working 
days. Comments from concerned departments will be made within 4 weeks. Upon receiving comments from concerned 
departments and the public, the application will be dealt with in accordance with the procedures of above flow chart. 

Note 3 If LLB considers that any contested case requires to be processed specifically, it can deal with the objections in a 
manner as it sees fit, including not convening an open hearing. 

Legend: LLB =  Liquor Licensing Board FEHD =  Food and Environmental Hygiene Department 
  HKPF = Hong Kong Police Force MSAB = Municipal Services Appeals Board  
  BD =  Buildings Department HAD =  Home Affairs Department 
  HD  =  Housing Department FSD =  Fire Services Department 
  PD =  Planning Department ASD =  Architectural Services Department 

 

(http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/echart.html)  
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「クラブ・リカー・ライセンス」の新規発行申請の処理の流れ 

 

 
 
* If LLB considers that any contested case requires to be processed specifically, it can deal with the objections in a manner as it 

sees fit, including not convening an open hearing. 
 
Legend: DCLR = Dutiable Commodities (Liquor) Regulations (Cap 109B) 

HKPF = Hong Kong Police Force 
BD = Buildings Department 
LLB = Liquor Licensing Board 
FEHD = Food and Environmental Hygiene Department 
HAD = Home Affairs Department 
FSD = Fire Services Department 
MSAB = Municipal Services Appeals Board 

 

(http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/eclubchart.html)  
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「リカー・ライセンス」及び「クラブ・リカー・ライセンス」のライセンス条件 

 

「リカー・ライセンス」 

 
 

「クラブ・リカー・ライセンス」 

 

（前出資料 2） 
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第３ 商品に関する規制 

１ ラベル記載項目 

 義務表示 

① 「Chapter 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) Regulation32」の規定

に基づくラベル表示 

「Chapter 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) Regulation」の改正（2004

年）により、アルコール度数 1.2％超 10％未満の酒類に関して、“dulability”（賞味期限、

消費期限）以外のラベル表示は免除となった。アルコール度数 10％以上の酒類では、従来に

引き続き、全てのラベル表示が免除されている。 

なお、“dulability”の表示にあたっては、賞味期限（又は消費期限）を示すアラビア数

字の年月日の順序がはっきりと分かるよう、その順序を英語（“YY”“MM”“DD”など）、

中国語（“年”“月”“日”）の両方で付記する。 

【参考】 

包装済み食品全般に関し、「Chapter 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) 

Regulation」の規定に基づき、ラベル表示が求められているのは、以下の７項目である。 

① Name of the food（食品名） 

② List of ingredients (including ingredients,allergenic substances and additives)

（成分のリスト（成分、アレルギー物質、添加物を含む。）） 

③ Indication of durability（賞味期限、消費期限の表示） 

④ Special conditions for storage or instruction for use（保存に関する特別の条件

又は使用方法） 

⑤ Count, weight or volume（数量、重量又は体積） 

⑥ Name and address of manufacturer or packer（製造業者又はパッカー（受託製造業

者）の名称及び住所） 

⑦ Nutrition label（栄養表示ラベル） 

（下記の資料 4、香港食物安全中心 Webサイト33,34,35,36） 

（参考：資料 4） 

『Trade Guidelines on Preparation of Legible Food Label』（香港食物安全中心、2013

年 10月）37→読みやすい食品ラベルの作成に関する業界向けガイドライン 

 

② 「Chapter109A Dutiable Commodities Regulations38, reg.67A」の規定に基づくラベル

表示 

香港内での消費を目的として香港に輸入される又は香港で製造される酒類の容器には、全

                                                   
32 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/42F9D064EB7F23F7482

575EE0042C3C4/$FILE/CAP_132W_e_b5.pdf 
33 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fsf/whatsnew_fsf_food_label.html 
34 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_lgfa.html 
35 http://www.cfs.gov.hk/english/faq/faq_03.html 
36 

http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_act/whatsnew_act_19_Nutrition_Labelling_Scheme.html 
37 

http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_nifl/files/Trade_Guidelines_on_Preparation_of_Legible

_FL_e.pdf 
38 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/CurAllEngDoc/3086A51C8F27FE73482575EE003B335C/$FILE/C

AP_109A_e_b5.pdf 
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て容器内の酒類のアルコール度数又はアルコール度数の範囲が印刷されたラベルを貼付す

るものとする。ラベルに記載される必要情報は、英語、中国語、アラビア数字、“%”記号

又はそれらを組み合わせ、読みやすく印刷するものとする。（前出資料 1） 

 

 任意表示 

香港における酒類のラベル表示は、あくまでも自主的に実施されているものであり、ブラン

ドごとに異なっている。そのため、香港特別行政区政府は、業界と協議の上、2005年に自主実

施規定(voluntary code of practice)を公表、以下の 2項目に関して、自主的なラベル表示を

推奨している。 

① アルコール飲料の名称（英語、中国語又はその両方で表示） 

② 製造業者／パッカー（受託製造業者）の名称と住所（英語、中国語又はその両方で表示） 

（香港食物安全中心 Webサイト39） 

 

２ 表示規制 

 表示禁止事項 

情報なし。 

 

 文字の大きさ色等 

「Chapter 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) Regulation」は、包装済み

食品のラベル表示に関し、表示が必要な所定の情報を読みやすく明瞭に示すことを求めている。

そうした法令の解釈を支援するため、香港食物安全中心(Centre for Food Saftey)は、以下の

ようなガイドライン（包装済み食品全般が対象）を公表している。 

① フォントサイズ 

基本的に、英語文字は最低 1.2mm（“x”の高さ）、中国語文字はそれに相当するサイズが

推奨される。ただし、食品にラベルを貼付する十分なスペースがない場合は、英語文字は最

低 0.8mm（“x”の高さ、下図参照）、中国語文字は最低 1.8mm（文字全体の高さ）とする。 

 

② コントラスト 

基本的に白又は薄い色の背景に、黒又は濃い色一色で印刷（文字が明瞭に示されていれば

逆も可）。透明なパッケージの場合、ラベル部分は透明でないようにする。 

③ スペーシング 

文字同士又は文字と周囲の線などとが接しないようにする。 

④ その他 

適切なフォントタイプや印刷技術、反射のない印刷面などを選び、表示の明瞭さが一層向

上するようにする。（前出資料 4） 

 

 表示言語 

英語、中国語(数字に関してはアラビア数字を使用できる) 

（香港食物安全中心 Webサイト40） 

                                                   
39 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fsf/whatsnew_fsf_food_label.html 
40 http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_nifl/programme_nifl_faq.html#2q1 
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３ ボトル・キャップ等 

 材質／包装材の材質 

情報なし。 

 

 容量・規格 

情報なし。 

 

４ ラベル認証申請 

 認証制度の有無、概要 

情報なし。 

 

 承認までの手続き、必要な書類、申請先、かかる費用等 

情報なし。 
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第４ 食品衛生に関する規制 

１ 汚染物質（農薬、その他の毒性物質、重金属等） 

 残留農薬 

残留農薬に関しては「Chapter 132CM Pesticide Residues in Food Regulation41」により規

制が行われている。当該規則の Schedule 1には、農薬と食品との組み合わせごとに、最大残留

許容量(Maximum Residue Unit (MRL))／外因性最大残留許容量(Extraneous Maximum Residue 

Unit(EMRL))が定められている。食品における含有量が規定値を超えている場合、該当する食品

の輸入・販売等は禁止されている。また、Schedule 2には規制対象外の農薬があげられている。 

（香港食物安全中心 Webサイト42） 

 

 有害物質 

有害物質に関しては「Chapter 132AF Harmful Substances in Food Regulations43」により

規制が行われている。当該規則のSchedule 1にあげられている物質が規定量を超えている場合、

Schedule 2にあげられている物質が含まれている場合、該当する食品の輸入・販売等は禁止さ

れている。 

（香港食物安全中心 Webサイト44） 

 

 重金属 

重金属に関しては「Chapter 132V Food Adulteration (Metallic Contamination) 

Regulations45」により規制が行われている。当該規則の Schedule 1及び Schedule 2に重金属

名、関係する食品名、最大許容濃度があげられており、最大許容濃度を超える食品の輸入・販

売等は禁止されている。酒類に関係するものは以下の通り。 

ヒ素（AS203） 0.14 ppm 

鉛（Pb） 1 ppm 

水銀（Hg） 0.5 ppm 

スズ（Sn） 230 ppm 

（香港食物安全中心 Webサイト46） 

 

 その他 

① 鉱油 

鉱油（Mineral Oil）に関しては「Chapter 132AR Mineral Oil In Food Regulations47」

により規制が行われている。鉱油が含まれる食品の輸入・販売等は、原則として禁止されて

                                                   
41 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165d2fee3fa94825755e0033e532/C5F41D5995CCD782482579

F30053D8B3/$FILE/CAP_132CM_e_b5.pdf 
42 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fstr/whatsnew_fstr_21_Pesticide.html 
43 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/CurEngSub/0665184572669B2E482575EE00403F88/$FILE/CAP_1

32AF_e_b5.pdf 
44 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_hs.html 
45 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/05FECBCB00468409482

575EE0042BB5B/$FILE/CAP_132V_e_b5.pdf 
46 www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_mc.html 
47 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/0CC369F8FBEF0782482

575EE0040A74B/$FILE/CAP_132AR_e_b5.pdf 
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いる（最大許容値は重量で 0.2％）。 

（香港食物安全中心 Webサイト48） 

② カルバミン酸エチル 

カルバミン酸エチル（EC）は、酒類を含む発酵食品に存在する物質で、発酵過程又は保管

時に自然に生成される。2007 年に国際がん研究機関(IARC)によってグループ 2A「おそらく

発がん性があるとされるグループ(probably carcinogenic to humans)」に分類されたこと

から、香港食物安全中心は、以下のような酒販業界向けガイドラインを公表している。なお、

日本においては、食品衛生法上の規制値はない。 

 

（参考） 

・ ワイン／蒸留酒の輸入業者は、信頼できる供給業者から製品を入手しなければならない。

輸出国に ECの基準がある場合、その基準に適合した製品の輸入を考慮するとよい。 

・ 製品の生産から出荷、保管、小売に至るまで、光への暴露を防止する対策をとる。 

・ 製品の生産から出荷、保管、小売に至るまで、適正なコールドチェーン（20℃以下が望ま

しく、38℃を絶対に上回らない）を維持し、熱への暴露が最低限となるように特別に配慮す

る。 

・ 在庫については、先入れ先出し(first-in-first-out)の原則を維持する。 

（下記の資料 5、香港食物安全中心 Webサイト49、国税庁 Webサイト50） 

（参考：資料 5） 

『Guidelines to the Trade on Reducing the Level of Ethyl Carbamate (EC) in Alcoholic 

Beverages during Storage and Transport』（香港食物安全中心、2009 年 10月）51 

→カルバミン酸エチル含有量の削減に関する業界向けガイドライン 

 

２ 微生物及び添加物 

 微生物 

情報なし。 

 

 添加物 

① 着色料 

着色料は「Chapter 132H Colouring Matter in Food Regulations52」の Schedule 1 にあ

げられている着色料を使用することができる。また、Schedule 2に包装容器の表示方法が示

されている。 

（香港食物安全中心 Webサイト53） 

② 甘味料 

                                                   
48 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_oil.html 
49 

http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_rafs/files/Guidelines_on_reducing_the_Level_of_EC_e.

pdf 
50 https://www.nta.go.jp/shiraberu/senmonjoho/sake/anzen/joho/joho01.htm 
51 

http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_rafs/files/Guidelines_on_reducing_the_Level_of_EC_e.

pdf 
52 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/E4D89CB22D6461A7482

575EE00425864/$FILE/CAP_132H_e_b5.pdf 
53 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_mc.html 
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甘味料は「Chapter 132U Sweenters in Food Regulations54」にあげられている 10種類の

甘味料を使用することができる。 

（香港食物安全中心 Webサイト55） 

③ 食品保存料 

保存料は「Chapter 132BD Preservatives in Food Regulation56」の Schedule 1, No.13

「Beverages, excluding Dairy Products」（13.11～13.17）にあげられている食品保存料を、

規定量の範囲内で使用することができる。 

（香港食物安全中心 Webサイト57） 

 

３ 製造業登録又は製造施設の認証制度 

 製造業登録又は製造施設の認証制度 

情報なし。 

 

 食品輸入／流通業者 

食品輸入／流通業者は、「Chapter 612 Food Safety Ordinance58」の Section 4 及び Section 

5に基づき、香港食物環境衛生署長宛てに登録を行う必要がある。 

申請書は、香港食物安全中心 Webサイトよりダウンロードできる。記入済みの申請書は、食

品輸入／流通業者登録・輸入ライセンス事務所(Food Importer/Distributor Registration and 

Import Licensing Office)に、直接又は郵送で提出する。その際、有効な商業登録証／香港身

分証／その他身分証明文書の写しも併せて提出する。香港食物安全中心 Webサイトからの電子

申請も可能である（サービス料無料）59。 

新規登録の場合、有効期間は３年間で、登録料は 195香港ドルである。更新の場合、有効期

間は同じく３年間で、更新料は 180香港ドルである。 

（以下の資料 6、香港食物安全中心 Webサイト60,61） 

（参考:資料 6） 

『A Guide To The Registration Scheme For Food Importers And Food Distributors』（香港

食物環境衛生署、香港食物安全中心）62 →食品輸入／食品流通業者登録制度に関するガイド 

 

４ 賞味期限 

 アルコール度数 10％以上の酒類については、「Chapter 132W Food and Drugs（Composition and 

Labelling）Regulation」により、“dulability”（賞味期限、消費期限）のラベル表示は免除さ

れている。 

                                                   
54 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/9A8DBFF92B0F9085482

575EE0042B3AB/$FILE/CAP_132U_e_b5.pdf 
55 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_as.html 
56 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/CFD359E6591EE25A482

575EE004117EF/$FILE/CAP_132BD_e_b5.pdf 
57 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_pf.html 
58 

http://www.legislation.gov.hk/blis_pdf.nsf/6799165D2FEE3FA94825755E0033E532/8157BBBE852EF3F7482

5786B00534E0B/$FILE/CAP_612_e_b5.pdf 
59 https://www.fics.gov.hk/home/landingPage/index.htm 
60 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fstr/FSO_registration.html 
61 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fstr/FSO_application.html 
62 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fstr/files/Guide_to_Application_e.pdf 
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 アルコール度数 1.2％超 10％未満の酒類については、“dulability”（賞味期限、消費期限）

のラベル表示が必要である。 

（前出資料 4、香港食物安全中心 Webサイト63,64,65,66） 

 

５ 食品衛生関係表示 

 アレルギー 

包装済み食品全般に関しては、「Chapter 132W Food and Drugs (Composition and Labelling) 

Regulation」の規定に基づき、アレルギー物質が含まれている場合、ラベルの成分リストの中

に表示する必要がある。しかし、酒類については、その表示が免除されている。 

（前出資料 4、香港食物安全中心 Webサイト67,68,69,70） 

 

 特定の化学物質 

情報なし。 

 

 遺伝子組み換え 

遺伝子組換え食品を含むバイオテクノロジー食品については今のところ特定の法的規制はな

いが、香港食物安全中心がその自主的表示を推奨している。 

（下記の資料 7、香港食物安全中心 Webサイト71） 

（参考：資料 7） 

『Guidelines On Voluntary Labelling Of Genetically Modified (GM) Food』（香港食物安全

中心、2006年 7月）72 →遺伝子組み換え食品の自主的ラベル表示に関するガイドライン 

  

                                                   
63 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fsf/whatsnew_fsf_food_label.html 
64 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_lgfa.html 
65 http://www.cfs.gov.hk/english/faq/faq_03.html 
66 

http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_act/whatsnew_act_19_Nutrition_Labelling_Scheme.html 
67 http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_fsf/whatsnew_fsf_food_label.html 
68 http://www.cfs.gov.hk/english/food_leg/food_leg_lgfa.html 
69 http://www.cfs.gov.hk/english/faq/faq_03.html 
70 

http://www.cfs.gov.hk/english/whatsnew/whatsnew_act/whatsnew_act_19_Nutrition_Labelling_Scheme.html 
71 http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_gmf/programme_gmf.html 
72 http://www.cfs.gov.hk/english/programme/programme_gmf/programme_gmf_gi_label.html 
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第５ 酒類に課せられる税 

「消費税」「酒税」等はない。いわゆる「関税」もないが、アルコール度数 30％以上の酒類に

ついては輸入時に 100％の「物品税」が徴収される（他の酒類は免税）（下記参照）。 

 

必要書類や資料不足の場合、香港税関は、12リットルに満たない酒類に対して、1リットル当

たり 160香港ドルの税率で税額を査定することができる。 

（前出資料 1、香港税関 Webサイト73） 

  

                                                   
73 http://www.customs.gov.hk/en/trade_facilitation/dutiable/types/index.html 
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第６ 小口輸送に関する規制 

１ 免税手続 

 旅行者が香港入国時に「アルコール度数 30%を超える酒類」を携行しようとした場合、申告と

物品税の支払が必要である。個人消費用（定量基準についての公表なし）であれば、ライセンス

は不要である。ただし、1リットルまでは免税で申告も不要であるが、18才以上で香港身分証を

保有し、香港外で 24 時間過ごしていなければならない。なお、別送品は、免税対象外で申告も

必要となる。 

 「アルコール度数 30%以下の酒類」については、個人消費用であれば（商用目的でなければ）

申告は不要である。 

 「アルコール度数 30%以下の酒類」の場合、内容物の価額が 4,000 香港ドル以下の小包（国際

宅配便・国際郵便）は、通関申告が不要である。また、受取人による代価の支払いが行われない

個人的性格の贈答品（又は商業的性格を持たない個人輸入等の場合）は通関申告が免除される。 

（関係法令：Chapter 60E Import and Export (Registration) Regulations） 

（香港税関 Webサイト74） 

 

２ 最低数量 

 旅行者が香港入国時に「アルコール度数 30%を超える酒類」を個人消費目的で携行しようとし

た場合、「アルコール度数 30%を超える酒類」1リットルまでは免税である（別送品は免税対象外）。 

（香港税関 Webサイト75） 

 

３ 必要経費 

物品税については「第５ 酒類に課せられる税」参照。 

 

４ 実際に利用可能な運送会社等(日本→現地) 

日本郵便株式会社の郵便物（小包等）として香港に酒類を送ることが可能。条件は下表の通り。 

項目名 酒精飲料 

適用される郵便種別 通常、小包、EMS 

禁止物品・条件付許

容物品の区分 

条件付許容物品 

詳細 酒精飲料はその容器にアルコール度数が明確に記載されたラベ

ルが貼付されているものでなければならない。郵便物の送り状等

に当該酒精飲料の詳細及び量を記載し、受取人にもその旨を知ら

せておくこと。 

（※編集註：アルコール度数が気温摂氏 20度において 30度以上

の酒精飲料については、香港税務局(Customs and Excise 

Department)から「Notification of Parcel Collection」（郵便物

の受領に関する通知書の意）というお知らせが受取人に送付され

る。受取人が指定された税関に出向き、関税及び一回限りの輸入

ライセンスの発行を受けるための手数料を支払う必要がある。） 

（参考） 

(資料８)「香港 禁制品情報詳細」（日本郵政株式会社）76  

                                                   
74 http://www.customs.gov.hk/en/passenger_clearance/index.html 
75 http://www.customs.gov.hk/en/passenger_clearance/index.html 
76 http://www.post.japanpost.jp/cgi-kokusai/nonmailable_articles_result.php?cid=42&nid=5767&p=0 
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第７ インターネット販売 

国内通販会社等が香港向け電子商取引サイトを既に開設しており、一部では酒類の取扱がある。

香港国内の消費者が酒類を海外からインターネットで購入することは可能と考えられる。 

（参考） 

「海外向けインターネットを使った食品の販売状況-企業インタビュー調査」（JETRO、2014年 3

月）77→上記以外にも香港向けに実績のあるサイトがある。酒類に関する記述はわずか。 

  

                                                   
77 https://www.jetro.go.jp/world/reports/2014/07001707.html 
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第８ 規制等による実務的な課題 

香港での実務的な課題を収集し、それらの情報から、日本産酒類の輸入、販売、販路拡大等に

おける観点から情報を整理した。 

項目 今後輸出を実施する事業者の課題 既に輸出事業を行っている事業者の課題 

日本産酒類の輸入

における実務的な

課題 

・ 香港での酒類輸出に関しては、

手続き、規則、物流などの受け

入れ態勢の環境はトップレベル

で整っている。 

・ 香港市場における清酒では蔵元間で

の競争が激しく、単に輸出するだけで

は商品が売れるとは限らない。 

販売における実務

的な課題 

・ 香港では、レストランで流通

している商品と、酒販店で流通

している商品は分かれているこ

とが多い。どちらに卸したいの

か、ある程度決めて営業する必

要がある。 

・ アルコール度数 30%未満は、輸

入免許が必要ないため、レスト

ランや個人でも輸入可能。小さ

なレストランでも商談対象にな

る。 

・ 正規の輸入代理店は品質管理にこだ

わりがある上、売り込み先の確保の面

からも、取扱品目数を増やせない。 

・ 今後、香港での輸入代理店が増えて

いくと、売り先の問題が出てくる。日

本料理店だけでは広がらないので、中

華料理店などにも増やしていかなけれ

ばならない。 

販路拡大における

実務的な課題 

・ 香港で売れそうな商品にしぼ

って提案。どんな食事に合うの

かという事を伝えるとバイヤー

がお酒を選びやすい。 

・ 香港での日本料理店数は中華料理店

4830 の約 1/4。中華料理店での取り扱

いをどう増やしていくかが今後の課

題。 

・ 現在、清酒が飲まれるのは日本料理

店が中心だが、中華料理店にどのよう

に広めていくかが課題となる。 

・ 香港をゲートウェイとして、香港で

の清酒人気を中国本土にどう広めてい

くかも重要。 
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第９ その他 

１ アルコールの輸入、販売などに係る機関 

 香港税関（Customs and Excise Department） 

HP：http://www.customs.gov.hk/en/home/index.html 

主要業務（酒類関係） 

・ 通関 

・ 課税対象品目、税額評価、物品税の徴収 

・ 輸入／倉庫ライセンス、移動許可証の発行 

 食物環境衛生署（Food and Environmental Hygiene Department） 

HP：http://www.fehd.gov.hk/english/index.html 

主要業務（酒類関係） 

・ 「リカー・ライセンス」「クラブ・リカー・ライセンス」（販売ライセンス）の管理 

 食物環境衛生署食物安全中心（Food and Environmental Hygiene Department, Centre for Food 

Safety） 

HP：http://www.cfs.gov.hk/eindex.html 

主要業務（酒類関係） 

・ 食品衛生全般 

・ 食品監視プログラム（サンプル検査） 

・ 食品ラベル表示関係 

 酒牌局(Liquor Licensing Board) 

HP：http://www.fehd.gov.hk/english/LLB_web/emessage.html 

主要業務（酒類関係） 

・ 「リカー・ライセンス」「クラブ・リカー・ライセンス」（販売ライセンス）の発給 

 

２ アルコールの輸入、販売などに係る法律等 

香港の法制度については、律政司（Department of Justice）が設置・更新する BLIS (Bilingual 

Laws Information System；雙語法例資料系統)78より最新版が検索・閲覧できる（英語、中国語

の両方が閲覧可）。酒類の規制等に関わる主要法令は、以下の通り（以下の［］内の和訳は仮訳）。 

 輸出入管理、通関手続 

・ Chapter 60 Import And Export Ordinance［第 60章 輸出入条例］ 

・ Chapter 60E Import and Export (Registration) Regulations［第 60E章 輸出入（登記）

に関する規則］ 

・ Chapter 109 Dutiable Commodities Ordinance［第 109章 課税品条例］ 

・ Chapter 109A Dutiable Commodities Regulations［第 109A章 課税品に関する規則］ 

 

 リカーライセンス 

・ Chapter 109B Dutiable Commodities (Liquor) Regulations［第 109B章 課税品（酒類）

に関する規則］ 

・ Chapter 109H Dutiable Commodities (Liquor Licences) (Fees) Regulation［第 109H章 課

税品（リカーライセンス）（手数料）に関する規則］ 

 

 食品のラベル表示 

・ Chapter 132W Food and Drugs（Composition and Labelling）Regulation［第 132W章 食

                                                   
78 http://www.legislation.gov.hk/blis/chi/index.html 
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品及び医薬品（成分組成及びラベル表示）に関する規則］ 

 

 食品衛生 

・ Chapter 132 Public Health And Municipal Services Ordinance［第 132章 公衆衛生・市

営サービス条例］ 

・ Chapter 132H Colouring Matter in Food Regulations［第 132H章 食品内の着色料に関す

る規則］ 

・ Chapter 132U Sweenters in Food Regulations［第 132U章 食品内の甘味料に関する規則］ 

・ Chapter 132V Food Adulteration (Metallic Contamination) Regulations［第 132V章 食

品不純物（金属汚染物質）に関する規則］ 

・ Chapter 132AF Harmful Substances in Food Regulations［第 132AF 章 食品内の有害物質

に関する規則］ 

・ Chapter 132AR Mineral Oil In Food Regulations［第 132AR章 食品内の鉱油に関する規

則］ 

・ Chapter 132BD Preservatives in Food Regulation［第 132BD章 食品内の保存料に関する

規則］ 

・ Chapter 132CM Pesticide Residues in Food Regulation［第 132CM章 食品内の残留農薬

に関する規則］ 

 

 食品輸入／流通業者の登録 

・ Chapter 612 Food Safety Ordinance［第 612章 食品安全条例］ 


